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事加校 FD由歴史 FD四組織 授業公開 揖苗量アンケー ト
福井県立 2002年FDワー 教育・学習室 年間15名程度由 実施している





















































- 合同薗車会(曲年"月7日福井高専) ，高等教育機関とFD活動J (薗師団中毎実氏京都大学)
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EDUCAUSE，E・Learn，WebBased Education， CSCL， etc 
• FD担当者や推進者がいろいろと刺激を受け、学校のあり方や教育観に
ついて見識を広めることができるようになった
- 所属する学校の枠を越えた、日常的な教育議論の場が作られつつある
間判トトクー訓印刷日
今後の課題など
・協働のFD活動の一層の推進と他の教育関係・企業との連携の模索
==>合宿研修、合同公開授業、研究会の定着と充実の課題
==>他の教育機関(中学高校他)、県内企業関係者との懇談
・教職員の恒常的発展を担保する「場」の形成
==>日常的な情報交換と討論を通して、相互研修的にすすめる
==> SNS等でFDコミュニティーを形成していく
==>教職員のFD活動等の記録を残す、ポートフォーリオとして整備
・大学問連携事業後の来年度以降、現在の人的ネットワークとICT基盤
を維持・発展させていく乙との必要性と重要性
==>現在のコアメンバーの中では、この点共通の認識となっている
==>参加校のトップの中での共感と支持を得る乙とが課題
==>活動上必要な経費負担
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